
八
一
一
）
の

『金
沢
町
　
名
帳
』
（金
沢
市
工立
玉
川
図
書
館
蔵
）
に
酒
造
業
を
営
む

屋
号
名
と
し
て
確
認
で
き
、
「清
瀧
川
」
の
銘
柄
を
も
つ
。
②
①
も
蓋
板
で
あ

る
。
い
は
長
方
形
を
呈
す
る
付
札
状
の
木
簡
で
、
上
部
に
小
孔
が
あ
け
て
あ
る
。

一
一　
第
三
次
調
査

甫
∞
『
∞
×
一制
Ｐ∞
　
ｏ
２

大
型
の
桶
か
樟
の
蓋
板
材
で
、
文
字
の
左
右
の
材
が
欠
損
し
て
い
る
。
裏
面

に
刃
物
傷
が
多
数
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
俎
板
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

金
沢
市
埋
蔵
文
化
勁
セ
ン
タ
ー

『金
沢
市
昭
和
町
遺
跡
Ｉ
』
（金
沢
市
文
化
財

紀
要
一
七
二
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『金
沢
市
昭
和
町
遺
跡
Ｈ
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
九
四
、
二
〇
〇
三
年
）

（補
　
正
勝
）

石
川
・木
ノ
新
保
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
木
の
新
保
七
香
丁

・
堀
川
町

・
北
安
江
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
五
月
～

一
二
月
、
二
　
一
九

九
二
年
四
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
増
山
　
仁

・
前
田
雪
恵

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

木
ノ
新
保
遺
跡
は
、
金
沢
市
北
部
を
流
れ
る
浅
野
川
の
南
岸
近
く
の
微
高
地

に
所
在
す
る
。
こ
こ
で
紹
介
す

る
の
は
金
沢
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
伴

っ
て
実
施
し

た
第
二

・
三
次
調
査
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
区
の
南
西
を
石
川

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

同
　
一
九
九
三
年
に
発
掘
し
て
お
り

金
　
（第
一
次
調
査
）、
ま
た
、
遺
跡

の
北
東
に
あ
る
久
昌
寺
遺
跡
と

(1)

八 十

E包目霰□



2005年出土の木簡

も
き
わ
め
て
近
い
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
遺
跡
で
、
金
沢
城
下
町
の
北
西
端

に
位
置
す
る
。

第
二

・
三
次
調
査
で
は
、
水
田
と
そ
の
下
層
に
隙
間
な
く
掘
り
込
ま
れ
た
粘

土
採
堀
穴
、
大
小
の
用
水
路
、
井
戸
、
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
は
、
陶
磁

器
を
は
じ
め
、
木
製

。
土
製

・
石
製

。
金
属
製

・
ガ
ラ
ス
製
の
日
用
雑
貨
が
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
用
水
路
と
包
含
層
か
ら
出
上
し
た
。　
一
人
世
紀
か
ら

一
九
世

紀
末
の
も
の
が
多
く
、
上
限
は

一
七
世
紀
、
下
限
は

一
九
世
紀
で
あ
る
。
木
製

品
の
う
ち
容
器

・
刷
毛

・
札
状
の
も
の
計
七
九
点
に
墨
痕
や
墨
書
が
、
容
器
二

点
に
朱
書
が
、
板
状
の
一
点
に
墨
描
き
の
文
様
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
と
点
数
の
内
訳
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
次
調

査
で
は
粘
土
採
掘
穴
で
は
な
い
土
坑

§

ミ
穴
）
Ｓ
Ｋ

一
〇

（二
点
）、
小
規
模

な
用
水
路
Ｓ
Ｄ
〇
二

（
〓
一百
い。
う
ち
一
点
は
朱
書
）、
Ｓ
Ｄ
〇
三

（九
占
ё
、
Ｓ

Ｄ
〇
四

（五
点
）、
Ｓ
Ｄ
〇
二

・
〇
三
の
合
流
部

（
一
七
点
）、
Ｓ
Ｄ
〇
二

・
○

四
合
流
部

（
一
占
Ｕ
、
遺
物
包
含
層

（
一
人
点
）
の
計
六
工
点
、
ま
た
、
第
三
次

調
査
で
は
、
Ｓ
Ｄ
〇
三

（一
百
一
、
大
規
模
な
用
水
路
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
（
〓
一吾
小。
う

ち
一
点
は
朱
書
）、
遺
物
包
含
層

（
一
占
じ

の
計

一
六
点
、
総
計
人

一
点
で
あ
る
。

木
簡
の
時
期
は

一
九
世
紀
を
主
体
と
し
、　
一
部
明
ら
か
に
近
代
に
降
る
も
の
も

含
ま
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
漆
器
へ
の
金
文
字
や
磁
器
へ
の
漆
書
き
、
あ
る
い

は
焼
印
の
み
の
資
料
な
ど
文
字
資
料
は
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
墨

書
の
あ
る
も
の
の
う
ち
文
字
を
判
読
で
き
る
四
二
点
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二
次
調
査

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇

⑪
　
。
「準田呂

（焼
印

・
印
）（印

）

『日
国
』

□凹翠彎く鯉

□□学怒‖亘

IEl囃学畔X鑑

□四凹 中

□□学中||1禅建巴

梃囃凹為彎
く
慧

廉せ凹S□

□慄学誘S

こ□□回□建巴
×

受四回□ 【

】 剛日蝋

対  軒鶯

Eコ弟□

丼珊剛□

田軒餅蔀剛導

甜刈甫剛→

圏甜餅尊□書□

尊]冊剛鰈講

碧十〉,尊□

②
　
。
「
『口
□
』
□
光
寺
前
入
口
屋与
三
郎
」」

一
ｏ
ヽ
×

∞
∞
×

Ｎ
　

Φ
Ｐ
岸



④ O票
.     路

Ｓ
Ｄ
Ｏ
三

「梅

　
（墨
書
部
分
ヲ
陰
刻
シ
朱
墨
デ
填
墨
）

「御
回
」

「正
　
」

「　
イ
ｏ
　
　
４カ
」

「
　
イ
ｏ　　　キ九一」

「鑑
日
Ш

記

河
□

「□
　
　
　
　
ち
日
川
□

「天
三
　
十
二
十
二

働

　
　
ユ
難
騰
鮮

全
基
写
ノ
周
囲

ヲ
楕
円

デ
囲

ム
）

用
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三

〔団
　
　
・
「
ｏ
と
が
一立
　
　
　
」

。「合〉『一眸ぃ帥的坤一荘』」

≒
米
□
□

□
口
」

。
「六
月
□
□
日

」

ェ
抑
蜘
蝉
呻
韓
］
堀
引

‐ 角
場
町
居
住

」

（上
部
二
朱
方
印

『安
江
／
八
幡
社
』

名
明
治
六
経
狸
期
　
　
　
梁
Ｊ

有
岡
益
□

『口
塑

蔵
Ｓ

ミ
×

輸
「↑

い
　

０
０
岸

l101llll用
水
路
Ｓ
Ｄ
〇
四

⑬

　

一
一十
二

⑭
一　

一
一十
二

ω
　
・
米
米
　
」

。
□
□
□
」

⇔
『
靱

］
ω
×

Ｐ
枷
　

⇔
や
Ｐ

い
∞
ф
×
一・Ｏ
ｒ
×
『
　
一
ド
ド

ド
牌
『
×

０
や
×

０
　

０
０
μ

０
中
×

ト
ト
×
い

　

ｏ
〕
Ｆ

（
ヽ
６
）
・×

（
∞
Ｎ
）
×
∞‐
い
　
Ｏ
Φ
卸

含
騨
】
）
一×
（・中
ｕ
）
Ｘ
〕

戯
電
Ｎ
×
莉
Ｆ

Ｏ
ω
×

ヽ
Ｐ
択

中
　

０
い
Ｐ

ア
リ
）

祠
詳
城
障
□
融
型

」

Φ
ｏ
×

⇔
Ｏ
Ｘ
卜
・枷
　

一
騨
Ｐ

（曲
物
側
板
）

（曲
物
側
板
）

（
Ｓ

じ

×
誤

×
ヽ

（
囀
↓
囀
〉
※
】
］
×
∞

（
ド
ヽ
〕
）
×
μ
∞
×
ヽ
　
０
い
Φ
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2005年出上の木簡

用
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
・
０
三
合
流
部

⑭
　
　
一
八
十
壱
　
□
　
（苗
物
側
板
）

口
　
　
「水
亀
」

⑪
　
。
「第

一
二
七
二
号

壱
合
シ
　
　
　
　
」

ω側

Ｏ
ｄ
）
ｘ
一麒
ｋ
Ｐ

８
中

疎
Ｐ窟
ｘ
莉
『

８
解

ト
ト
×

∞
囀
Ｘ

い
　

Ｏ
Ю
Ｐ

ド
ヽ
×
６
ω
×

ヽ
　

ｏ
］
い

ｒ
囀
０
×

卜
Φ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
〕

卸
い
Ｘ

や
０
×

い
　

０
や
い

「（夢
「
。
霧

一一一郎
」

「
ｏ　　　告仏
　　　　　　　　」

「
田
丸
町
専
光
寺
筋

越
桐
与
兵
衛
様

「　
金
田
□
　
駄
□

七
月
十
二
日

糸
口
印

素
麺五
回
日
入
」

融
翌

」

卜
Φ
Ｘ
ド
伽
×
一Ｐ
Ｏ
　
ｏ
⇔
Ｐ

Ｐ
ω
中
×

ヽ
Φ
×

ド

∞
　

Ｏ
Ｐ
Ｐ

⑫
　
。
「天
保
十
己
亥
」

名
日

回

　

」

用
水
路
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
・
〇
四
合
流
部

⑬
　
。
「
　
□
　
□
□
□
□

□
□□
□
□
□
□

」

・
「子
二
月
十
二
日

馬
□
□
嘉
□

　

」

包
含
層

⑭
　
。
「
ｏ
ゐ
九
」

。
「
ｏ
ゐ
九
」

の
　
。
「
三
二
十
一こ

。
「
ｏ
〓
Ｔ
Ｉ
二
」

〔入
力
〕

の

　

「□
口
屋
芳
」
（裏
面
二
墨
点
ア
リ
）

鋤
　
・
「
。
大
談

□
」

一
「。□
　
酢
□
」

ｃ
囀
×

（
ω
ヽ
）
×
６
　
０
∝
岸

『
い
×
０
０
×
‐
卜
　
Ｏ
Ｐ
Ｐ

４

騨
∞
Ｐ
Ｘ
卜
申
Ｘ
ω
　
ｏ
ド
０
　
　
１

Ｐ
卜
『
×
（
ド
ヽ
）
×
６
　
０
Φ
ド



＝
胆

【
四
□
四
〕
脚
廟
四
］
一
④一

［四旧町中『〕膨膨υ中∽
一

1            、こ

― (1)

1   1       ~

― (2)       ~(26)

□
~□~囮
i□

-― (24)        ― (5)
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―

観
円
＝
Ｍ
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ＨＩＩ
Ч
Ｖ
ф
０一

聞
□

剛

周

翔

日

日
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日
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絵
一↓

一

一

〆
一

・ぐ・６，

． ぐ．
　

　

四
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，

．　
　
　
２

― (14) ― (17)

|

二 (1)

一
恒

日劇

面

倒

型

馴
比
旧

日

日

――

□

　

　

０

，■回科ｔ‐‐日Ｍ‐ワ　鄭

」
耗
“
一ェ
（



⑭　
。「芭蕉
□　飽
榊舶細衛
棚」

名
越
申
高
岡

金筋納嘲右衛
門□

円
中
孫
平
□
□
回
□
　
」

⑭
　
。
「
ｏ
□
尺
」

。
「
ｏ
百
番
」

⑩
　
炊醐
隣

十
乗
院

一
一　
第
三
次
調
査

湾
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三

。
　
田帥祖」

②
≒
継
捜
一墓

・Ｔ
諭
邸

口
や
ヽ
×

御
伽
Ｘ

『
　

Ｏ
Ｐ
い

μ
Ｗ
い
×
ド
∞
※
０
　
０
い
Ｐ

ａ
９

×
金

じ

×
ヽ
う
　
０
営

聯
Ｐ８
×
前
０

怠
Ｐ

『
仰
×

一ω
∞
Ｘ

∝
　

Ｏ
ｗ
♯

(5) (4) (3) 蓬(8)

Ｘ
〇

一

「
ｏ
山
本
鹿
之
助
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨∞寝
い授
ω
Ｐ
騨

「
ｏ
［Ш
一
一」

「
ｏ
［日〓
一一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏｏ靱
ドｏ〉〈ｏ
伽
　
〇やμ

「横
井
　
　
」

「
十

月

吉

日

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０
受

思
溢

ｏ
淵

「□
日
本

国
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
Ｘ
８
Ｘ
仰
８
洋

「安騨蜘　　　　　　　　　郎

□鋼
難
破
郭
舛
人墜

アじ

「　
　
　
　
四
掌有官

岡
益
友

一靭
凹
一

明
治
六
年
六
月
葛
城
慎
吾

『葛
城

」』　
　
　
。受
Ｐ
番

ＯＦ

「加
賀
国
金
沢
長
田
町

「
　

橘

口

回

や
ド
×

〈
Ｐ
φ
〉
Ｘ
卜
　
⇔
∞
Ｐ

ン

」



2005年出上の木簡

お
ツ
れ
Ｌl121   

暑
層

を
は
か
分

耐
囀
卜
×
Ы
馬
×
枷
ヽ
　
ｏ
２

第
二
次

。
第
三
次
両
調
査
出
土
木
簡
に
は
互
い
に
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
の

で
、　
一
括
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
ω
は
歴
名
板
で
あ
る
。
欠
損
し
て
い
る
上
部
以
外
は
整
形
さ
れ
て
お
り
、

両
面
と
も

一
〇
家

一
〇
人
ま
た
は

一
一
人
、
合
計
二
〇
家
二

一
人
の
名
が
列
記

さ
れ
て
い
る
。

一
⑪
は
、
二
〇
０
と
と
も
に
氏
子
札
と
考
え
ら
れ
る
。
法
量
が
酷
似
し
て
お

り
、
規
格
性
が
高
い
。
氏
子
札
と
は
、　
一
人
七

一
年
の
戸
籍
法
に
よ
り
、
住
民

を
神
社
の
氏
子
と
し
て
登
録
さ
せ
、
神
社
か
ら
そ
の
証
明
と
し
て
発
行
し
た
も

・
銀
将
」

。
金
　
」

「花
一一正

「花
一
一」

（
］
伽
）
×

］
∞
×

∞
　

ｏ
ｏ
Ｐ

ｏ
］
×

］
ミ
×

Ｐ
∞
　

ｏ
φ
∞

Ｐ
ｏ
］
×

Ю
ω
×

岸
ド
　

ｏ
ω
］

凸凪

匡三ニコ |くφ

(  〕
― (6)

二律F 
二〇

二 (5)

一
(11)

=C=∋
                 「          I

二 (6)

阿

同

胤

二 (8)
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― (18)

EI El
― (20)

二 (7)



の
で
あ
る
。
二
⑭
は
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
中
央
に
大
き
く
書
か
れ
た

「河
原
鉄

太
郎
」
に
つ
い
て
、
左
に
誕
生
日
が
、
右

一
行
日
に
住
所
、
二
行
目
に
戸
主
と

の
続
柄
が
書
か
れ
て
い
る
。
上
部
の
墨
書
と
朱
印
か
ら
安
江
人
幡
社
の
発
行
と

わ
か
り
、
裏
面
に
神
官
二
名
の
署
名
が
あ
る
。
安
江
人
幡
社
は
江
戸
時
代
以
前

は
安
江
郷
の
総
社
で
、
当
遺
跡
の
南
東
、
城
の
北
東
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
江

戸
時
代
初
期
に
村
地
ご
と
北
西
に
移

っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
当
遺
跡
の
南
に

近
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。　
一
⑪
も
同
じ
く
安
江
人
幡
社
発
行
の
も
の
で
、
法

量
や
書
式
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
右
二
行
日
の
戸
主
と
そ
の
続
柄
を
示
す
欄
に

地
名
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
堀
川
角
場
町
の
住
人
某
は
、
鍛
冶
町
在
住

の
某
か
ら
分
家
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
二
０
は
田
丸
町

町
内
で
分
家
し
た
た
め
、
戸
主
の
住
所
は
記
述
を
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
０
は
欠
損
し
て
い
る
。
長
田
町
在
住
の
某
の
氏
子
札
で
、
裏
書
き
の
神
官
の

苗
字
が
橋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
長
田
神
社

（現
長
田
菅
原
神
社
、
当
遺

跡
の
南
西
、
城
下
町
の
西
部
）
が
発
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
い
は
草
履
の
持
ち
主
を
示
す
草
履
札
で
あ
る
。
将
棋
の
駒
形
の
薄
板
に

一

孔
を
あ
け
、
表
面
に
大
き
く

「草
履
札
」
と
名
前

「臼
井
少
三
郎
」
が
書
か
れ
、

裏
面
に
苗
字
の

「
ウ
ス
イ
」
を
組
文
字
に
し
た
記
号
の
よ
う
な
も
の
が
書
か
れ

て
い
る
。
草
履
札
の
類
例
と
し
て
は
本
町

一
丁
目
遺
跡
出
上
の
方
形
の
も
の
が

あ
り
、
表
面
に

「草
履
札
」
、
一暴
面
に
名
前
が
書
か
れ
て
い
る

（本
誌
第
二
七

号
）。一
の
は
刷
毛
に
年
号
が
書
か
れ
た
も
の
で
、
天
保

一
〇
年

（
一
仝
一一九
）
を

表
し
て
い
る
。
金
沢
市
で
は
本
町

一
丁
目
遺
跡
で
も
刷
毛
に

「文
政
十
年
」

（
一
人
三
七
）
と
記
さ
れ
た
例
が
あ
る

（本
誌
第
二
七
号
０
。
但
し
、
「寛
政
」
は

「文
政
」
の
誤
植
）。

一
∞
は
上
部
が
久
損
し
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
寺
院
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

二
⑪
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。　
一
行
日
は

「浜
納
豆
」
で
あ
ろ
う
。
曲
物
に

「浜
納
豆
」
と
記
す
例
は
、
報
告
書
作
成
時
点
で
金
沢
市
内
に
二
七
例
ほ
ど
あ

り
、
送
り
主
は
す
べ
て
寺
院
で
あ
る
。
二
行
目
は
上
部
が
久
け
て
い
る
の
で

一

文
字
は
判
読
で
き
な
い
が
、
二
文
字
目
が

「済
」
で
金
沢
市
周
辺
に
あ
る
寺
院

は
、
現
在
金
沢
市
に
あ
る
廣
済
寺
し
か
な
い
。
廣
済
寺
は
浄
土
真
宗
の
寺
で
、

江
戸
時
代
以
前
は
今
の
金
沢
城
に
あ
た
る
山
崎
山
に
あ
り
、
金
沢
御
堂
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
安
江
町

（当
遺
跡
の
南
東
、
城
下

町
の
北
西
部
）
に
移
り
、
さ
ら
に
寛
永

一
四
年

（
三
全
一七
）
に
扇
町

（当
遺
跡

の
南
東
、
城
下
町
の
南
東
部
）
に
移
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『木
ノ
新
保
遺
跡
Ⅱ
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要

二
一
九
、
二
〇
〇
五
年
）

（前
田
雪
恵
）


